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あ
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
発

災
直
後
の
被
災
地
は
、
多
く
の
教
訓
と
と
も
に
人
々
の
絆

を
広
く
世
界
に
伝
え
ま
し
た
。
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

私
た
ち
は
、
そ
の
時
、
感
じ
た
災
害
時
の
備
え
や
地
域
の

絆
の
重
要
性
を
ど
う
具
体
的
に
取
組
ん
で
い
く
か
が
、
今
、

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
を
発
生
源
と
す
る
巨
大
地
震
は
、
今
後
30

年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
60
％
程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
に
は
、
内
閣
府
か
ら
被
害
想
定
も
発
表
さ
れ
、

中
央
区
の
震
度
は
こ
れ
ま
で
よ
り
１
ラ
ン
ク
上
が
っ
て
震

度
６
弱
、
津
波
に
つ
い
て
も
浸
水
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
津
波
被
害
な
ど
詳
細
の
被
害
想
定
は
、

現
在
、
大
阪
府
・
市
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
阪
府

下
全
体
で
建
物
被
害
（
全
壊
棟
数
）
約
３
４
４
，３
０
０
棟
、

人
的
被
害
（
死
者
数
）
約
９
，８
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
３
月
に
は
都
道
府
県
単
位
で
経
済
被
害
等
の
想
定

が
行
わ
れ
、
全
国
の
被
害
額
は
１
６
９
兆
円
。
大
阪
府
は

愛
知
県
に
次
ぐ
24
兆
円
と
甚
大
な
被
害
を
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
と
も
思
え
る
被
害
は
、
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
建
物
の
耐
震
化
や
防
災
用
品
の

備
蓄
、
避
難
へ
の
準
備
な
ど
事
前
の
備
え
、
そ
し
て
、
最

も
重
要
な
の
は
発
災
直
後
の
「
命
を
守
る
」
活
動
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
、
生
き
埋
め
と
な
り
救
助
さ
れ

た
方
の
98
％
は
、
自
力
や
家
族
、
通
り
か
か
っ
た
人
な
ど

に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
な

ど
公
的
機
関
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
方
は
、
わ
ず
か
1.7
％
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
発
災
直
後
に
は
、
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
が
、
防
災
関
係
機
関
は
全
力
を
あ
げ
て
救
助
活
動

を
行
い
ま
す
が
、
充
分
な
活
動
機
能
は
確
保
出
来
ず
、
あ

て
に
で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の

例
か
ら
も
、
自
助
・
共
助
が
命
を
救
う
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

　
大
阪
市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
市
の
防
災
計
画
に
加
え

て
各
区
の
特
性
に
あ
わ
せ
た
、
区
の
防
災
計
画
策
定
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
家
族
や
隣

近
所
な
ど
の
身
近
な
地
域
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
中
央
区
役
所
は
自
助
・
共
助
を

中
心
と
し
た
区
の
防
災
計
画
の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
区
民

や
区
内
事
業
所
に
と
っ
て
災
害
時
に
必
要
な
こ
と
を
中
心

に
、
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
分
り
や
す
く
活
用
で
き

る
も
の
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
区
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
よ
り
身
近
な
防
災
計
画
に
な
る
も
の
で
す
。

　
自
助
・
共
助
が
、
命
を
救
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

地
域
で
隣
近
所
の
安
否
を
確
認
し
、
被
害
を
最
小
限
度
に

と
ど
め
る
に
は
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
災
害
時
の
対
応
を
事
前
に
訓
練

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
区
役
所
で
は
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
実
技
訓
練
や

避
難
所
の
整
備
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
の
防
災
活
動
な
ど
取

り
組
ま
れ
る
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　
南
大
江
地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
文
化
祭
「
た
ん
ぽ
ぽ

の
会
」
や
地
域
懇
親
行
事
「
和
楽
の
会
」
な
ど
開
催
さ
れ
、

日
頃
か
ら
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
醸
成
に
努
め

ら
れ
る
と
も
に
、
防
災
に
関
し
て
は
、
地
域
住
民
、
企
業

な
ど
参
加
し
て
「
南
大
江
地
域
防
災
会
議
」
を
開
催
さ
れ

る
な
ど
こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
の
安
全
・
安
心
・
美
化
を
す
す
め
る
た
め
「
南
大
江

ク
リ
ー
ン
作
戦
隊
」
も
創
設
さ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
安
心
安
全
の
基
盤
を
以
っ
て

平
成
25
年
度
に
は
、
自
主
防
災
訓
練
・
避
難
所
開
設
訓
練

を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
で
命
を
守
る
こ
と
、
家
庭
や
地
域
で
で
き
る
こ
と

を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
減
災
に
と
っ
て
最
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
中
央
区
役
所
は
、
南
大
江
地
域
の
取

り
組
み
を
今
後
と
も
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（１） （４）

中央区地域福祉・防災フォーラム 表彰されました！

２０１３年３月９日㈯
中央区区民センターにて、中央区地域
福祉・防災フォーラムが開催され「要
援護者のしくみづくり」パネルディス
カッションにパネラーとして参加した
伊藤氏。

２０１３年３月２５日㈪
南大江会館にて「南大江地区を誰もが輝く元気な
まちにしていくために、地区のさまざまな団体が
相互に連携・協力して活動を行い、より多くの人
が自由に参加しながら、取り組んでいくことを目
的とする。」南大江地域活動協議会を立ち上げ、
設立総会を開催致しました。

「南大江地域活動協議会」設立総会

～南大江地域のトピックス～

春ののどかな歴史とロマンの地、飛鳥路を楽しく歩きませんか。
申込・詳細は南大江会館にて、コース・その他詳しい注意事項をご覧下さい。
申込は、先着順（募集４０人）で参加費と共に受付致します。

☆お知らせ☆

編集後記　「やすらぎ」の編集委員会では、編集委員の皆さんが楽しく会議をし、皆さまのお役に立つ情報を
　　　　　発信すべく新聞を作っております。そして南大江地域も変革しております。
　　　　　南大江地域の皆様に、少しでもお役に立てる情報をお伝えしていきます。（編集委員K）

自
助
・
共
助
が
命
を
救
う
！

第１回南大江健康ウォーク参加者募集

主催　南大江地域活動協議会
　　　南大江東連合振興町会・南大江西連合振興町会
　　　南大江社会福祉協議会・南大江ネットワーク委員会
共催　南大江クリーン作戦隊・南大江女性会・南大江青少年指導委員会
　　　南大江子ども育成会・南大江青年団体協議会
協力　中央区未来わがまちフォーラム委員会　

受 付 先　　南大江会館事務所
受付開始　　２０１３年４月１５日㈪
募集人数　　４０人（定員になり次第 受付終了致します）
行　　先　　奈良県 明日香村
日　　時　　２０１３年５月２５日㈯　※雨天決行
集合時間　　午前９時　
集合場所　　近鉄南大阪線「あべの橋駅」 １階 西改札口
参加費用　　２,０００円 /人

屋外ふれあい食事会
場所　銅座公園
日時　５月１８日㈯正午より
会費　３００円（おひとり様）
参加申し込みは各町会長様
又はネットワーク委員まで。

※雨天決行
　雨天の場合は銅座幼稚園
　遊戯室で開催致します。

南大江高齢者食事サービス委員会が
大阪市より表彰状を頂きました。

Y.F
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南
大
江
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま
、
社
会
福
祉
の
各
行
事
に
ご
協
力

有
り
難
う
ご
座
い
ま
す
。
初
代
桝
井
会
長
の
後
任
に
山
田
が
引
継
ぎ
２
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
、
御
蔭
を
持
ち
ま
し
て
各
行
事
に
参
加
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
南
大
江
地
域
の
皆
さ
ま
に
置
か
れ
ま
し
て
は
高
齢
者
が
多
く
介
護

や
福
祉
に
付
い
て
は
中
央
区
北
部
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
下
さ

い
。

　
皆
さ
ま
の
命
を
守
る
た
め
、
最
近
と
く
に
命
の
カ
プ
セ
ル
カ
ー
ド
を
持

つ
こ
と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
災
害
や
急
病
・
転
倒
し
た
時
に
問
に
合
う

便
利
さ
が
あ
り
ま
す
。
カ
プ
セ
ル
カ
ー
ド
の
記
入
の
仕
方
は
住
所
・
名
前
・

年
齢
・
血
液
型
を
書
い
て
各
自
お
持
ち
下
さ
い
。

　
又
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
と
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
同
事
業
も
あ

り
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
給
食
」「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」「
カ
ラ
オ
ケ
」
な
ど
多

数
の
ご
参
加
を
振
っ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
皆
様
が
た
の
健
康
に
十
分
に
留
意
下
さ
い
。

　
昨
秋
、
私
は
２
つ
の
朗
報
に
舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

　
先
ず
９
月
に
一
水
会
展
か
ら
佳
作
賞
の
お
知
ら
せ
。
こ
れ
で
や
っ
と
会

員
推
挙
の
資
格
を
得
ま
し
た
。

　
次
は
、
10
月
に
日
展
初
入
選
の
連
絡
で
す
。
77
歳
で
一
年
発
起
し
て
初

出
品
し
、
案
の
定
落
選
、
78
・
79
も
連
続
落
選
、
も
う
止
め
と
こ
う
か
と

80
・
81
は
出
品
し
ま
せ
ん
。
で
も
負
け
犬
で
終
わ
り
と
う
な
い
、
82
歳
で

出
し
た
長
命
寺
へ
の
古
石
段
の
絵
が
大
願
成
就
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
お
お
い
ば
り
で
孫
達
に
「
何
事
も
諦
め
な
い
で
努
力
を
続
け
な
あ
か
ん

で
」
と
お
説
教
を
し
ま
し
た
。

　
今
年
２
月
に
娘
夫
婦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
め
ぐ
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
。
膝
が
悪
い
か
ら
と
尻
込
み
す
る
私
に
、
折
り
畳
み
車

椅
子
を
買
っ
て
の
誘
い
で
す
。
初
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
は
、
ル
ー
ヴ
ル
・
オ

ル
セ
ー
・
オ
ラ
ン
ジ
ュ
リ
・
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
・
バ
チ
カ
ン
を
車
椅
子
に
乗

っ
て
回
り
ま
し
た
。

　
聟
が
、
が
た
が
た
の
古
石
畳
を
、
え
い
え
い
と
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
娘
の
友
人
の
ス
イ
ス
紳
士
が
チ
ー
ズ
ホ
ン
デ
ュ
を
ご
馳
走

し
て
く
だ
さ
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
元
大
統
領
ク
リ
ン
ト
ン
の
ス
ナ
ッ
プ

写
真
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
古
今
の
美
術
館
の
洪
水
の
中
を
さ
ま
よ
い
、
装
飾
過
剰
の
宮
殿
、
異
国

語
の
飛
び
交
う
異
文
化
の
国

で
、
ど
こ
で
ど
ん
な
名
画
を

見
た
の
や
ら
、
頭
は
大
混
乱

で
す
が
疲
れ
な
い
で
元
気
に

帰
国
で
き
た
の
は
、
娘
夫
婦

の
心
使
い
の
お
蔭
で
す
。
こ

の
思
い
に
報
い
る
に
は
良
い

絵
を
描
か
な
く
て
は
・
・
・
・
・

日
展
入
選
は
ま
ぐ
れ
で
し
ょ

う
、
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に

精
進
を
し
ま
し
ょ
う
。
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昔あそび（南大江小学校）

やすらぎ教室（介護予防教室）

高齢者食事会 子育て応援団

地域の皆様との交流会地域の皆様との交流会

◎どんどんお気軽に御参加下さい

（歌手の青木美香子さん）

82
歳
で
日
展
初
入
選


